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開催日 2020年

10月3日(土) 4日(日)

会 場 日石横浜ホール

Hybrid Neurosurgery 研究会 横浜
代表世話人 寺田 友昭
（昭和大学藤が丘病院 脳神経外科）
代表世話人 水谷 徹
（昭和大学病院 脳神経外科）

第11回

主 題 ：脳動脈瘤治療における合併症の原因と対策

日 時 ：■第11回Hybrid Neurosurgery 研究会
2020年10月3日(土) 10：00～18：30（予定）

■ALICE Tokyo2020 ＜脳血管障害ビデオライブセミナー＞

2020年10月4日(日) 9：00～15：00（予定）

会 場 ： 日石横浜ホール(招待者のみ)
神奈川県横浜市中区桜木町一丁目1番地8
最寄駅：JR京浜東北・根岸線、横浜市営地下鉄「桜木町」駅より 徒歩4分

WEB配信（詳細は後日通知いたします）

参 会 費 : WEB参加費 1日のみ2000円（両日4000円）

演 題 応 募 期 間 ： 2020年７月上旬～2020年8月31日（予定）

主題:脳動脈瘤治療における合併症の原因と対策

Hybrid Neurosurgery研究会横浜事務局
昭和大学藤が丘病院 脳神経外科

代表：寺田 友昭

事務・受付担当：津本、松田
℡：045-971-1151（代表）

E-mail：hybridns.yokohama@gmail.com

謹啓 立夏の候、先生方におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、第11回Hybrid Neurosurgery研究会は“脳動脈瘤の治療における合併症とその対策”を主題とし、下記のとおり開
催いたします。
すべての脳血管障害症例において手術、血管内治療を問わず、これはという症例がございましたらご応募をお待ちしております。
また、今回も René Chapot先生をお招きし、研究会翌日に「ALICE Tokyo2020」を開催いたします。
これまで同様、advancedな症例を題材に、Chapot先生を交え、コメンテーターをお願いした開頭術及び血管内治療のエキ
スパートの先生の間でホットな討論を行います。また、Chapot先生には、過去1年間に経験した面白い症例をadvanced
caseとしてご紹介頂く予定です。会場での発表討論の内容はリアルタイムでWEB配信いたします。現在のCOVIDの状況から
考えてChapot先生もWEB参加になると思います。
各人の知識や技術の研鑽、また教育・交流の場として意義ある会とすべく鋭意準備を進めておりますので、是非広くご周知賜り、
参加をご勧奨下さいますよう合わせてお願い申し上げます。

謹 白
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演題募集：詳細

応 募 要 項 ：以下の項目をご記載の上、当事務局までメールにてご応募ください。
（10/3のみ） 【主題：脳動脈瘤における合併症とその対策】

※演題の採否については、事務局に御一任ください。
※時間の都合上、今回は一般演題を10題程とさせて頂きます旨、ご了承ください。

１）演題名
２）御所属の施設名
３）発表者（共同演者）氏名・フリガナ
４）抄録本文 ※全角換算700文字以内（図表は登録できません）

発表にあたってのお願い：一般演題については発表時間 口演7分程度を予定しております。
音声及び動画は使用可能です。

演題申込み先 ：hybridns.yokohama@gmail.com

お申し込み後の流れ ：お申込み後、1週間以内に受領の返信メールを送付します。
返信がない場合は、表面右下に記載の事務局までお電話にてご連絡下さい。
演題募集締切後、2020年9月11日までに採択の可否及び、ご発表頂く
場合は、おおよその発表開始時間をご連絡させて頂きます。

演題募集締切 ：2020年8月31日（月）

第11回の主題”脳動脈瘤における合併症とその対策”に関連する演題を募集いたします。
下記（ⅰ）～（ⅶ）の項目で、手術、血管内治療を問わず、これはという症例がございましたら、是
非ご応募ください。
ご応募いただいた内容によっては、午前の一般演題の他、午後の教育セミナー、症例検討、シンポジウ
ム等に採択させていただく場合もございますので御了承ください。

開頭術

ⅰ）通常の開頭クリッピングにおける合併症とその対策
ⅱ）大型動脈瘤ネッククリッピングにおける合併症とその対策
ⅲ）バイパス＋トラップにおける合併症とその対策
血管内治療
ⅳ）通常のコイル塞栓術に伴う合併症とその対策
ⅴ）ステント併用コイルコイル塞栓術に伴う合併症とその対策
ⅵ）Flow diverterによる合併症とその対策
合併症予防のためのモニタリング


